
第４学年 算数科学習指導案

日 時 平成１６年１０月１９日（火）５校時

児 童 ４年１組 男１１名 女１３名 計２４名

授業者 千 田 有 美

１ 単元名 ７ わり算の筆算(２)～わる数が２けた (東京書籍)

２ 単元について

（１）教材観

この単元に関わる小学校学習指導要領第４学年の目標は、｢(１)除法についての理解を深め、適切

に用いることができるようにする。また、小数及び分数の意味や表し方について理解できるように

するとともに、小数の加法及び減法の意味について理解し、それらの計算の仕方を考え、適切に用

いることができるようにする。｣である。

本単元では、除数が２位数で、被除数が２，３位数の計算方法を学習する。２位数でわる計算は、

除数の桁数が増えても計算を進めるときの考え方や手順は１位数のときと同じであるが、｢商をたて

る｣段階で仮商修正が必要となり、格段に難しい内容である。そこで、除数が１位数の計算方法を発

展的に考え、筆算の各段階での意味を十分理解していかなければならない教材である。また、整数

の除法の計算の完成となる単元であるので、どんな整数でも、同じ考え・方法でできることを発展

場面で感じさせるとともに習熟していく。

（２）児童観

本学級は、与えられた事柄に対し真剣に取り組もうとする児童が多い。しかし、受動的になりす

ぎて、自分の意見を話したり、友達の意見と比べたりすることに消極的である。そこで、話すこと

に抵抗がなくなるよう支援をしたり、話型の練習をしたりしてきた。少しずつ表現する楽しさや、

話し合って学習するよさを感じられるようになってきている。

本単元の学習を進めるにあたり、その基盤となる基本的な事項を確認するとともに、実態を把握

するための事前テストを行った。結果は、以下の通りである。

問 題 正答率 誤答理由

1 45÷3の式になる文章題（わりきれる） 100％

2 立式の根拠の説明 96％ テープ図や言葉の式の意味理解ができない。

3 45÷3の考え方 83％ 表現の仕方が分からない。筆算の手順に終わっている。

4 74÷3の式になる文章題（わりきれない） 96％ 答えの書き方のミス

5 九九 1回適用の2位数、3位数の暗算(2問) 100％

6 九九 2回適用の2位数、3位数の暗算(2問) 83％ 被除数の分け方の習熟が不十分

7 2位数÷1位数の筆算 100％

8 3位数÷1位数の筆算 88％ 途中の減法の計算ミス

9 検算 86％ 数値の表す意味や関係が分からない。

10 2位数÷2位数の筆算（未習） 0％

テストの結果から、除数が1位数のわり算については、題意をとらえ立式したり、計算したりす

ることができるといえる。しかし、2 位数でわる問題については場面のイメージもしにくくどのよ

うに考えていいのか見当もつかない様子であった。また、本単元で大切な仮商を立てられるように

するためにも暗算の定着は確実にする必要がある。

（３）指導観

本単元では、除数が２位数のわり算の筆算形式による計算の原理と手順を理解させる。ここでは、

除数が２位数になるので、乗法九九をそのまま使って計算することができないところが、前単元の

わり算のひっ算(１)との違いである。

しかし、計算の仕方は除数が１位数のときと変わりはなく、数をまとまりとしてとらえていけば

既習の考え方を活用できることに気づかせていきたい。その際、除数を何十とみていけばよいのか、

また、その数で、商はたつのかという様々な困難が生じる。計算の見積り、簡単な暗算の力が必要

となるので、仮商修正への戸惑いが少なくなるよう単元指導前や最中に補充指導をしていきたい。



さらに、学習した内容についてはその都度、習熟を積み重ねていきたい。

この学習で、整数のわり算は一応完成する。そこで、単元の終わりには整数同士のわり算は桁が

どんなに大きくなっても、乗法九九をもとに、数のまとまりで考えれば解けることに気づかせたい。

また、除法において成り立つ性質についても学習する。それは、被除数と除数に同じ数をかけて

も、同じ数でわっても商は変わらないという性質である。この性質は、桁が大きくなったときの計

算を簡略化させたり、小数の除法や分数の計算の仕方を発展的に考えるもとになったりする重要な

ものである。具体物を用いたり、実際に計算をしたりしてしっかり理解させたい。

３ 教材の関連と発展

３年 ４年 ５年 

①かけ算

･乗法九九の習熟

･積と乗数の関係

③わり算

･除法の意味と演算記号

･九九を１回適用する除法計

算（あまりなし）

③わり算の筆算（１） 

･２～３位数÷１位数の筆

算形式

･乗除混合、連除の式の計算

方法

･倍と除法の意味の拡張（倍

の第一・三用法）

･１位数でわる除法の暗算

･何十でわる除法

・「商」「積」の用語

・２～３位数÷２位数の筆

算形式

・除法の検算の仕方

・除法について成り立つ性

質

②小数のかけ算とわり算(1) 
 
･整数、小数÷整数(商が小数)
の計算と筆算形式

⑦あまりのあるわり算

・九九を１回適用する除法計

算（あまりあり）

・答えの確かめ方

・あまりの意味

④小数のかけ算とわり算(2) 
 
･小数でわる除法の意味と計

算

・整数、小数÷小数の計算と

筆算形式

②分数と小数

･整数の除法の商は分数を用

いるといつも１つの数とし

て表せること。

本単元

⑦わり算の筆算（２）
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４ 単元の目標と指導計画(本時１２／１６時間）
【目標】
・筆算形式による２～３位数を２位数でわる除法計算のしかたについて理解し、それを適切に用いる能力を伸ばす。

関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解
・除数が２位数の除法計算の ・見積もりをもとに、仮商の ・除数が２位数の除法計算を筆 ・除数が何十の除法計算のしか
しかたを、既習の除法計算の 立て方や修正のしかたについ 算で正確にできる。 たを理解する。
しかたをもとに進んで考えよ て考える。 ・除数が２位数の除法の筆算の
うとする。 しかたを理解する。

評 価 規 準
小
単 目 標 学習内容・活動 具 体 の 評 価 規 準 （評 価 方 法）
元 （時数）

関心・意欲・ 数学的な 表現・処理 知識・理解 支援計画
態度 考え方 ○おおむね満足できる子

△努力を要する子
何 ・何十でわる計算 ・立式を考える。 ☆具体物や図 ・何十・何百 ☆【考え方】
十 （あまりなし）の ・６０÷２０の計 等の操作活動 何十÷何十の ○考え方が理解できた児童
で しかたを理解し、 算のしかたを考え と結びつけて 商が１位数に には、みんなに説明できる
わ その計算ができ る。 考えることが なる暗算がで ように指示する。
る る。 ・６０÷２０の計 できる。 きる。 △具体物（カード）などを
計 算のしかたをまと ・ を の ・除数・被除 使って個別指導を行う。60 10
算 める。 たば６個と考 数とも を 【表現・処理】10

・左記の型の計算 え、除数であ 単位として考 ○計算ドリルなどで、同じ
練習をする。 る を の え、暗算でき 型の問題に取り組ませる。20 10

（１） たば２個と考 る。３問全問 △具体物（カード）を使っ
えて、 ÷ 正解する。 たり、図を書かせたりしな60 20
のしかたを図 （ウ） がら個別に指導する。
や具体物を使
って考えるこ
とができる。

（イ、ウ）
・何十でわる計算 ・立式を考える。 ・何十でわる 【知識・理解】
（あまりあり）の ・９０÷２０の計 計算（あまり ○あまりが２桁になること
しかたを理解し、 算のしかたを考え あり）のしか を具体物をもとに説明でき
その計算ができ る。 たを理解して るようにする。また、計算
る。 ・ 商 「積」に いる。 ドリルなどで同じ型の問題「 」

ついて知る。 ・商と積の言 に取り組ませる。
・左記の型の計算 葉の意味を理 △あまりを１桁にしてしま
練習をする。 解し、あまり う児童には、被除数－除数

（１） がある計算の ×商＝あまりであることを

しかたを理解 具体物（カード）などを使補 充
している。３ って個別指導する。

・ ÷ のよう 問全問正解す80 30
な何十でわる計算 る （ウ）。
練習をする。

２ ・２位数÷２位数 ・立式を考える。 ・２位数÷２ ☆除数が何十 【関・意・態】
け （仮商修正なし） ・８７÷２１の筆 位数の答えを の場合の計算 ○様々な解決方法の中で、
た の筆算のしかたを 算のしかたを考え 考えようとし をもとにして どの考え方が有効かについ、
の 理解し、その計算 る。 ている。 ２位数÷２位 て記述できるようにする。
数 ができる。 ・８７÷２１の筆 ・２位数÷２ 数の筆算のし △既習とどこが同じかにつ
で ・わる数×商＋あ 算のしかたをまと 位数の答えを かたを考える いて考えさせ、そのことを
わ まり＝わられる数 める。 様々な考えで ことができる 記述させる。。
る の関係を理解し、 ・８７÷２１の計 解決しようと ・ ÷ の ☆【考え方】87 21
筆 除法の検算ができ 算の検算をする。 している。具 筆算のしかた ○筆算の考え方を説明でき
算 る。 ・左記の型の計算 体状況として を、既習事項 るようにするとともに、商
・ 練習をする。 は、学習感想 をもとに除数 が一の位に立つ理由を考え
１ （２） に既習をもと と商をかけて させる。、

に解決できる 被除数からひ △カードを使って、除数×補 充
こと等を書い くという形を 商、被除数－除数×商の意

・ ÷ のよう ている ウ 書き込むこと 味を理解させる。68 22 。（ ）
な計算練習をす ができる。

（ 、 ）る。 イ ウ
・２位数÷２位数 ・８６÷２３の筆 ・過大商を立 【表現・処理】
の筆算で、過大商 算のしかたを考え てたときの仮 ○７問全問正解した児童に
をたてたときの仮 る。 商修正ができ は、計算ドリルなどに取り
商修正の意味と、 ・除数を２０（切 る。 組ませ、習熟を図る。
そのしかたを理解 り捨て）とみて、 ・仮商修正を △個別指導を行いながら、
する。 商の見当をつけ １回、仮商修 正答率を上げていく。

る。 正を２回行う
・過大商の場合の こ と を 理 解
仮商修正１回のし し、正確に計
かたを理解し、こ 算できる。時
の型の計算練習を 間内に７問全
する。 問正解する。

（ ）・８１÷１２の筆 ウ
算のしかたを考え
る。
・過大商の場合の
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仮商修正２回のし
かたを理解し、こ
の型の計算練習を
する。

（１）
・２位数÷２位数 ・７８÷１９の ・過小商を立 【表現・処理】
の筆算で過小商を 筆算のしかたを考 てたときの、 ○６問全問正解した児童に
たてたときの仮商 える。 仮商修正がで は、計算ドリルなどに取り
修正のしかたを理 ・除数を２０（切 きる。 組ませ、習熟を図る。
解する。 り上げ）とみて、 ・仮商修正を △個別指導を行いながら、

商の見当をつけ 行うことを理 正答率を上げていく。
る。 解し、正確に
・過小商の場合の 計算できる。
仮商修正のしかた 時間内に６問
を理解し、この型 全 問 正 解 す
の計算練習をす る。 （ウ）
る。

（１）
・除数を切り捨 ・８７÷２５の筆 ・過小商と過 【考え方】
て、切り上げの両 算のしかたを考え 大商のそれぞ ○商を早く見つける方法を
方による仮商修正 る。 れの仮商修正 考えさせ、説明できるよう
のしかたを比較 ・除数を切り捨て のしかたを比 にする。
し、自分が考えや た（過大商）場合 べている。 △除数を概数で表せない児
すい除数の処理の と 切り上げた 過 ・ ÷ の 童に対しては、教師の側か、 （ 85 25
しかたを考える。 小商）場合の筆算 計算を除数の らおおよその数を表す方法

のしかたを比べ をどのよう を教え、解かせる。25
る。 な数で表せば
・自分が仮商をた 速く計算でき
てやすい除数の処 るかを自分な
理のしかたを考え りの考えでま
る。 とめることが

（１） できる。
（ 、 ）イ ウ

・３位数÷２位数 ・ ÷ の筆 ・３位数÷２ 【表現・処理】317 32
＝１位数の筆算の 算のしかたを考え 位数＝１位数 ○６問全問正解した児童に
しかたを理解し、 る。 の筆算ができ は、計算ドリルなどに取り
その計算ができ ・左記の型の計算 る。 組ませ、習熟を図る。
る。 練習をする。 ・３位数÷２ △個別指導を行いながら、

（１） 位数＝１位数 正答率を上げていく。

の計算６問の補 充
答えを正確に

・ ÷ のよ 求めることが463 56
うな商が一の位に できる。時間
たつ計算練習をす 内に６問全問
る。 正解する。

（ウ）
・学習内容に習熟 ・ 練習 をする ・既習の計算 【知識・理解】「 」 。
する。 （１） 問題の解き方 ○全問正解した児童には、

を理解してい 計算ドリルなどに取り組ま
る。 せ、習熟を図る。
・ 練習」の △文章問題を解決できない「
問題を時間内 児童に対しては、テープ図
に全問正解す などを用いて、場面を理解
ることができ させながら取り組ませる。

。 （ ）る ウ

２ ・３位数÷２位数 ・立式を考える。 ☆３位数÷２ ・既習の計算 ・３位数÷２ ☆【関・意・態】
け ＝２位数の筆算の ・ ÷ の筆 位数の筆算の のしかたをも 位数の筆算の ○桁数が多くなっても計算345 21
た しかたを理解し、 算のしかたを考え しかたを使っ とに、３位数 しかたを理解 できると思う理由を具体的
の その計算ができ る。 て、更に難し ÷２位数の筆 している。 に書かせる。
数 る。 ・ ÷ の筆 い問題を解こ 算のしかたを ・３位数÷２ △ １学期の筆算とどこが345 21
で 算のしかたをまと うとする。 考えることが 位数の筆算の 同じかを考えさせ、記述さ
わ める。 ・３位数÷２ できる。 しかたを理解 せる。
る ・左記の型の計算 位数の筆算の ・ ÷ の し、６問全問 【考え方】345 21
筆 練習をする。 しかたから桁 筆算のしかた 正解する。 ○筆算のしかたの途中の意
算 （２） 数が多くなっ を、既習事項 （ウ） 味について考えさせ、説明
・ てもできるの をもとに考え できるようにする。、

２ ではないか、 筆算の形式を △ 被除数（ ）の一の位補 充 345
１学期と同じ ２段にして計 の数字を隠して、２位数÷

・ ÷ のよ やり方だ等を 算している。 ２位数にして計算させ、形966 42
うな 位数÷ 位 書いている。 イ ウ 式は既習の筆算と同じであ3 2 （ 、 ）
数＝ 位数の計算 ウ ることを考えさせる。2 （ ）
練習とその検算。 【知識・理解】

○４位数÷２位数の問題等
を提示し、理解を深める。
△筆算の途中で行う、かけ
算をノートに書かせるなど

、 。して 正答率を上げていく
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・商に０がたつ ・ ÷ の筆 ・商に空位の 【表現・処理】941 23
場合（商が何十） 算のしかたを考え ある３位数÷ ○全問正解した児童には、
の簡便な筆算のし る。 ２位数の筆算 本時のまとめや発展問題を
かたを理解する。 ・左記の型の計算 ができる。 考えさせる。

練習をする。 △数カードなどを用いて、
（１） ・ ÷ 各段階の計算の意味を説明941 23

の類似した問 する。本 時 発展②
題を解くこと

・商に空位のある ができる。３
４位数÷２，３位 問全問正解す

。 （ ）数の計算のしかた る ウ
を考える。

・学習内容に習熟 ・｢練習｣をする。 ・既習の計算 【知識・理解】
する。 問題のとき方 ○全問正解した児童には、

を理解してい 計算ドリルに取り組ませ、
る。 さらに習熟を図る。
・｢練習｣を時 △文章問題を解決できない
間内に全問正 児童に対しては、テープ図
解することが などを用いて、場面を理解
できる。 させながら取り組ませる。

（ウ）
わ ・除法について成 ・ ÷ ＝ ・除法の性質 【知識・理解】150 50 3
り り立つ性質を理解 と ÷ ＝ を理解してい ○あまりがある場合は、あ15 5 3 30、
算 する。 ÷ ＝ の関係 る。 まりの大きさが変わってし10 3
の を調べて、除法の ・被除数と除 まうことを考えさせ、説明
き 性質をまとめる。 数に同じ数を させる。
ま （１） かけてもわっ △個別指導を行い、問題に
り ても商が同じ 取り組ませながら、性質に

になることを ついて理解させる。
理解し、３問
全 問 正 解 す

。（ 、 ）る イ ウ
・末尾に０のある ・ ÷ の ・末尾に０の 【表現・処理】2700 400
数の除法の簡便な 計算のしかたを考 ある数の除法 ○全問正解した児童には、
計算のしかたと、 え、末尾に０のあ の簡便な計算 計算ドリルなどに取り組ま
あまりの求め方を る数の除法の簡便 が正確にでき せ、習熟を図る。
理解する。 な計算のしかた る。 △個別指導を行いながら、

と、あまりの求め ・ ÷ 正答率を上げていく。2700 400
方をまとめる。 や類似問題を

（１） あまりに注意
して計算する
こ と が で き
る。３問全問
正解する。

（ウ）
ま ・学習内容の理解 ・ たしかめ」を ・わり算のよ 【関・意・態】「
と を確認する。 する。 さやおもしろ ○これからどんなわり算に
め ・学習内容の理解 さを考えよう 取り組んでみたいか考えさ

を深め、算数への とする。 せ、記述させる。発展③
興味を広げる。 ・単元を通し △今まで学習したことを振

・世界の国々のわ ての感想や学 り返らせ、感じたことを記
り算の筆算のしか んだことを書 述させる。
たを比べる。 いている。

（１） （ウ）

評価方法

項 評価の方法 評価の具体的な方法
ア 行動観察 授業者または観察者のチェック
イ 発言分析 児童の発言回数、内容分析
ウ ノート、ワークシートへの記述分析 記述の内容分析
エ 自己評価・相互評価 自己評価カードによる評価、授業感想文など
オ テストによる評価 小テスト、単元テスト



５ 本時の指導

（１） 本時の授業仮説

まとめるの段階で、発展問題(４位数÷２位数の問題～商に０がたつ場合～)に取り組めば、本時

の問題と同様である簡便な筆算の仕方が定着し、さらに、整数であればどんな桁の筆算でも、本時

までの考え方を活用して解けることを理解することができるであろう。

（２） 本時の目標

○商に０がたつ場合の簡便な筆算の仕方を理解し、その計算ができる。

（３） 本時にかかわる基礎・基本と発展場面について

ア 本時の学習に必要な基礎・基本

○ 何十でわる除法

○ ２、３位数÷２位数の筆算の仕方

○ 仮商のたて方と修正の意味

○ 用語「商｣

イ 本時の基礎・基本

○ 商に０がたつ場合、途中計算を省略できる簡便さ

ウ 本時の発展場面について(発展②)

本時で学習した商に空位がある場合の処理の仕方を活かして練習問題を解いた後、発展問題と

して４位数÷２位数の問題を提示する。そうすることで、商に空位があるときの処理の仕方が定

着し、さらに、その簡便さを実感することができる。また、本単元で整数同士のわり算は一応完

成となるので、商の空位が一の位だけではなく十の位にある問題に触れさせたいと考え、この場

面を設定した。

（４）展開

段階 学習内容・学習活動 評価と支援の手立て 準備・資料

つ

か

む

５

分

１ 問題把握

９４１÷２３

（１） 筆算で計算する。

（２） 問題を吟味する。

・ 今までの計算と同じ。

・ 商に０がたつ。

・ 省略できるところもありそうだ。

２ 課題把握

・３位数÷２位数は前時までに学習し

ているので、違いを認識しにくい。

そこで、まず筆算をさせる。

・前時との違いに気づいた児童の発言

から課題を設定する。(“簡単に”

の部分が出ない場合は教師側から

提示する。)

・問題の紙

板書

た

し

か

め

る

３ 自力解決

ア 省略

４０

２３)９４１

９２

２１

イ そのまま

４０

２３)９４１

９２

２１

０

２１

・問題把握の場面で話し合いを持つの

で、全体での見通しは持たずに自力

解決に取り組ませる。

机間指導 １回目

○児童がどの方法で取り組んでいる

か把握する。

９４１÷２３のような筆算をかん

単にする方法を考えよう。

一の位の部分の計算は、分

けられないからそのままあ

まりになる。だから、計算

しなくていい。

今まで通りそのまま計算

した。



た

し

か

め

る

15

分

４ 比較・検討

（１）考えの発表をする。

（２）筆算の妥当性について確認する。

（３）表現の仕方について話し合う。

・イは、最後まで計算している。

・アは、最後の計算を省略している。

↓（序列化）

・アの方が、少ない計算ですむので早い。

・アの方が、簡単に書き終わる。

（４）類題を解く。

６５４÷３２

・それぞれの考えを発表させ、今まで

学習した筆算の仕方の振り返りを

させるとともにどちらの解法も正

答であることをはっきりさせる。

・表現の仕方で、計算が早くできるこ

とに気づかせる。

・類題の紙

板書

ま

と

め

る

25

分

５ まとめ

６ 練習問題を解く

① ８９５÷２９

② ６４０÷１６

７ 発展問題を考える

（１）話し合い

・４桁÷２桁もできそうだ。

・３桁÷３桁もできそうだ。

・どんな整数のわり算もできそうだ。

（２）発展問題を解く

①４９１５÷２３

②４８３４÷２３

ア 見通し

・わる数を何十とみて、商をたててい

く。

・大きい位から順に計算する。

・手順に沿って順番に計算する。

・商に０を立てたら、下の計算は省略

する。

イ 自力解決

筆算で解き、検算をして自分で妥当

か確かめる。

ウ 比較・検討(３位数÷２位数との)

・同じ手順で計算していけばよい。

・商に０がたつとき、省略すれば簡単

だ。

・十の位の商が０のとき、すぐにおろ

せばいい。

８ 学習を振り返る

自己評価をする。

９ 次時の学習内容を知る

・児童自身に学習のまとめを書かせ

る。

机間指導 ２回目

○具体の評価規準に基づき、評価、支

援をする。

○練習問題を簡便な方法で解けてい

るかどうか確認する。

・今までの学習内容をもとに、さらに

新しい内容ができそうか投げかけ

る。

・様々な内容が出されると予想される

が、本時の発展を考え、４位数÷２

位数で、商に空位がある場合だけを

取り上げる。

・見通しでは、今までの学習内容で活

用できそうな考え方を引き出す。

机間指導 ３回目

○商が空位である部分の処理ができ

ているかどうか把握し、支援する。

・検算までできた児童には、やってみ

て気づいたこと(共通点・相違点)を

書かせる。

・計算練習や本時でできなかった発展

問題に取り組むことを知らせる。

・練習問題

の紙板書

・様々な発

展問題の紙

板書

・移動黒板

商に０がたつとき、と中の計算をし

ょうりゃくすればかん単になる。



（５）評価と指導の手立て 【表現・処理】商に０がたつ場合の簡便な筆算の仕方を理解する。

６ 板書計画

＊黒板脇に移動黒板（ホワイトボード）を用意し、発展問題の解法を説明させる。

Ａ Ｂ Ｃ

具体の

評価規準

・４位数÷２位数（商に空位

がある場合）に取り組むこ

とにより、整数同士ならど

んなわり算でも解けるこ

とや、途中の位の商が空位

でも、下の計算を省略して

解けることを説明できる。

・３位数÷２位数の筆算で、

商に空位がある場合の簡

便な処理の仕方が分かり、

練習問題２問を全て解け

る。

・商を求めることはできる

が、商が空位の場合の処理

の仕方が分からない。

予想される

反応

・今までの計算の仕方で解け

る。

・どんなに位が大きくなって

も解けそうだ。

・途中の商が０でも下の計算

を省略できる。

・途中の商が０のとき、次の

位をすぐにおろせば続け

て計算ができる。

・計算を省略すると、はやく

できる。

・今までの計算の仕方と変わ

りがない。

・商が０のときは、ひいて、

おろした数があまりにな

る。

・ひいて、おろした部分が余

りであることや、分けられ

ない数であることに気づ

けない。

・筆算の手順に頼り、その１

つ１つの計算の意味が分

からない。

指導の手立

て

・感想を書かせるときに、わ

る数やわられる数が、もっと

大きくなっても解けるかど

うか問いかけ、その理由を書

かせる。

・発展問題を考えさせる。 ・具体的な場面の想定をす

る。

・数カードを用いてその段階

の計算の意味を説明する。

問題 課題 まとめ

９４１÷２３

〔児童の考え〕 〔類題〕

ア ４０ イ ４０ ２０ ・４けた÷２けたもできそう。

２３)９４１ ２３)９４１ ３２)６５４ ・３けた÷３けたもできそう。

９２ ９２ ６４ ・どんな数のわり算もできそう。

２１ ２１ １４

０ ４８３４÷２３

２１ ７８９÷２４１

大きな数のわり算

９４１÷２３のような筆算を

かん単にする方法を考えよう。

商に０がたつとき、と中の計算をし

ょうりゃくすればかん単になる。

と中の計算をしょう

りゃくしている。

①４８３４÷２３ ②４７７４÷２３

２１０ ２０７

２３)４８３４ ２３)４７７４

４６ ４６

２３ １７４

２３ １６１

４ １３ ↓

・どんな整数のわり算もできる！

・商に０があるときしょうりゃくすれば

はやい！かんたん！

・同じ手順で計算していけばよい。

・商に０がたつとき、しょうりゃく

すればかん単。

・ 十の位の商が０のとき、すぐに

おろせばいい。
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単元名「５ 三角形のなかまを調べよう」１３時間
【目標】
・二等辺三角形や正三角形の概念や性質について理解し、それを構成したり用いたりする能力を伸ばす。
・角の概念や大きさについて理解し、図形と関連して角を用いたり、回転の大きさとしての角を測定したり、かいたりすること

ができる。

関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解
・二等辺三角形や正三角形の ・辺の長さや角の大きさに着 ・定義や性質に基づいて二等辺 ・二等辺三角形や正三角形の
性質や美しさに関心をもち、 目して、三角形の性質などを 三角形や正三角形を正確に作図 定義、性質を理解する。
身の回りからそれらの形を探 見出す。 することができる。 ・分度器を用いた角度のはかり
そうとする。 ・角の大きさを比べるときに ・分度器を用いて角度をはかっ 方、角のかき方を理解する。、

長さや重さなどの場合と同じ たり、角をかいたりすることが
ように、単位の大きさのいく できる。
つ分と数値化して考える。

評 価 規 準
小
単 目 標 学習内容・活動 具 体 の 評 価 規 準（評価方法）
元 （時数）

関心・意欲・ 数学的な 表現・処理 知識・理解 支援計画
態度 考え方 ○おおむね満足できる子

△努力を要する子
二 ・いろいろな三角 ・円形ジオボード ・辺の長さに ☆辺の長さに 【関・意・態】
等 形の中から、辺の を用いていろいろ 着目して、い 着目して、三 ○三角形の仲間分けの観点
辺 長さに着目して三 な三角形をつく ろいろな三角 角形の性質な について記述できるように
三 角形を弁別するこ り、できた三角形 形を作ろうと どを見出して する。
角 とができる。 を辺の長さに着目 している。 いる。 △同じ三角形を作らないよ
形 ・二等辺三角形と して分類をする。 ・いろいろな ・ ２つの辺 うに、どんな工夫をしたか「

「 」 」 、 。と 正三角形の定義を ・ 二等辺三角形 三角形を作る の長さが同じ 想起させ 感想を書かせる
正 理解し、これらを 「正三角形」の定 ために、工夫 「３つの辺の ☆【考え方】
三 弁別することがで 義を理解する。 したことを学 長さが同じ」 ○仲間分けの観点を説明で
角 きる。 ・いろいろな三角 習感想に記述 「全て違う」 きるようにする。
形 形の中から、二等 できる ウ の３つの仲間 △一つの三角形の中で、同。（ ）

辺三角形や正三角 に三角形を分 じ長さの辺は同じ色で塗ら
（ ） 、 。形を弁別する ２ 類できる。 せ 辺の長さに着目させる

（ ）イウ

発展②

・身の回りから正
三角形や二等辺三
角形の形をしたも
のを見つけて弁別
する。

・二等辺三角形の ・底辺が４㎝で他 ☆コンパスと ・二等辺三角 ☆【表現・処理】
かき方を理解し、 の辺が５㎝の二等 定 規 を 用 い 形の作図の仕 ○円の半径を利用して二等
指定された二等辺 辺三角形のかき方 て、二等辺三 方を理解して 辺三角形をかくことができ
三角形をかくこと を考える。 角形を作図す いる。 るようにする。
ができる。 ・コンパスと定規 ることができ ・二等辺三角 △コンパスは、同じ長さを

を用いて上記の二 る。 形を作図する 測ることができる道具であ
等辺三角形を作図 ・コンパスと 手順を説明す ることを想起させ、作図さ
する。 （１） 定 規 を 用 い ることができ せる。

て、指定され る （イウ） 【知識・理解】。
た二等辺三角 ○円の半径を利用して二等

形をかくこと 辺三角形をかくことができ補 充
ができる。 る理由を説明できる。

・二等辺三角形の （ウ） △作図の手順を操作を通し
作図をする。 て理解させる。個別指導を

行う。
・正三角形のかき ・３辺が５㎝の正 ・コンパスと 【表現・処理】
方を理解し、指定 三角形のかき方を 定 規 を 用 い ○円の半径を利用して、正
された正三角形を 考える。 て、正三角形 三角形をかくことができる
かくことができ ・コンパスと定規 を作図するこ ようにする。
る。 を用いて上記の正 とができる。 △二等辺三角形を作図した

三角形を作図す ・コンパスと 際のコンパスの使い方を想
る。 定 規 を 用 い 起させ、作図させる。
・二等辺三角形と て、指定され
正三角形の作図の た正三角形を
練習をする １ かくことがで。（ ）

きる （ウ）。
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三 ・形としての角の ・前に作図した二 ・二等辺三角 ☆角の大きさ 【考え方】
角 概念を理解し、角 等辺三角形と正三 形や正三角形 は辺の長さに ○直接比較できない場合の
形 の大小を比べるこ 角形の角の大きさ の角の大きさ 関係ないこと 比べ方について説明できる
と とができる。 を比べる。 を比べる方法 や、二等辺三 ようにする・
角 ・二等辺三角形や ・ 角」の概念を を考えること 角形と正三角 △実際に動かすことができ「

正三角形の角の性 理解する。 ができる。 形の角の性質 ることから、直接比較でき
質を理解する。 ・角の大きさは辺 ・三角定規を を理解してい ることに気づかせ、大小の

の長さに関係がな 重ねて比べる る。 見分け方を指導する。
いことを理解す という方法に ・二等辺三角 ☆【知識・理解】
る。 に気づき、実 形と正三角形 ○様々な二等辺三角形や正
・二等辺三角形、 際に比べるこ の角の性質を 三角形を作図させ、定義を
正三角形のそれぞ とができる。 具体物を操作 確かめさせる。
れの３つの角の大 アイ しながら説明 △折って重ねる活動を通し（ ）
きさを比べる。 できる。 て、どことどこの角の大き
・二等辺三角形、 （アイ） さが同じかを確認して、定
正三角形角の性質 義につなげていく。

。（ ）をまとめる ２

補 充

・２枚の三角定規
を用いた角の大き
さの練習問題

回 ・半直線が回転し ・円の半径を使う ・回転角の大 ☆半直線が回 【関・意・態】
転 てできる角の大き と頂角がいろいろ きさの変わり 転すると、い ○今後角を通して学習して
の さについて理解す な大きさの二等辺 方を調べよう ろいろな大き いきたいことについて、具
角 る。 三角形ができるこ としている。 さの角ができ 体的に記述させる。

（ ） 、の ・直角を単位とし とから本時の課題 ・学習感想に ることを理解 △具体物 円板 を用いて
大 た回転角の大きさ をとらえる。 角の大きさの している。 半直線が回転すると角の大
き の表し方を理解す ・折り込みの２枚 変化の仕方に ・ 度、 きさが変わっていく様子を90 180
さ る。 の円盤を組み合わ ついての記述 度、 度、 とらえさせる。270

せていろいろな角 がある ウ 度を「直 ☆【知識・理解】。（ ） 360
をつくり、角の大 角いくつ分」 ○角の大きさは、いつでも
きさがどのように でとらえるこ 直角を単位とするだけでい
変わるか調べる。 とができる。 いか考えさせる。
・角の大きさを、 イウ △三角定規の直角の部分を（ ）
直角を単位にして 使って、実際にいくつ分か
表す。 （１） をとらえさせる。

・角度の単位 角 ・分度器の目盛り ・分度器の構 【知識・理解】「 」
を理解する。 の構造を調べる。 造や１直角＝ ○分度器には、なぜ左から

・角度を表す単位 °の関係 つけた目盛りと右からつけ90
「度（° 」を知 を理解する。 た目盛りがあるか考えさせ）
り １直角＝ ° ・時間内に教 る。, 90
の関係を理解す 科書の問題を △２直角（ × ）などの90 2
る。 （１） 全問正解でき 式から考えさせ、正答率を

る ウ 高める。。 （ ）
・分度器を用いた ・分度器を用いた ・分度器を用 【表現・処理】
角度のはかり方を 角度のはかり方を いて、角度を ○全問正解した児童は、練
理解する。 知り、いろいろな はかることが 習問題に取り組ませ、習熟

角の大きさをはか できる。 を図る。
る。 （１） ・教科書の問 △分度器の使い方を個別指

、 。題を時間内に 導し 正答率を上げていく

全 問 正 解 す発展②
。 （ ）・正三角形の３つ る ウ

の角を調べる。
・１組の三角定規
のそれぞれの角
や、組み合わせて
できる角の大きさ
をはかる。

・ °より大き ・ °より大き ☆量の加法性 ・対頂角の性 ☆【考え方】180 180
い角度のはかり方 い角度の工夫した に着目して、 質を理解して ○２つの方法は、どんな場
を理解する。 はかり方を考え °より大 いる。 面で有効か考えさせる。180
・対頂角の性質を る。 きい角度のは ・角を実測す △ °よりも大きい部分180
理解する。 ・２直線が交わっ かり方を考え る こ と に よ の角度をはからせ、それを

てできる向かい合 ている。 り、対頂角の °と合わせればよいこ180
った角の大きさを ・ °に合 大きさは同じ とを個別指導で理解させ180
比べる １ わせる ° であることが る。。 （ ） ,360

からひく、の わかる。 ○１直線は °であるこ180
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どちらかの方 とから、対頂角の大きさが発展②
法を考えつく 同じになることを計算を使。

・折り込みの２枚 イウ って説明させる。（ ）
の円盤で全円分度 △分度器の使い方を再度指
器をつくり、いろ 導しながら実測させ、性質
いろな角度をつく に気づかせる。
ってみる。

・分度器を用いた ・分度器を用いた ・分度器を用 【表現・処理】
角のかき方を理解 角のかき方を知 いて、角をか ○ °より大きい角度を180
する。 り、いろいろな大 くことができ かくときの有効な方法を考

きさの角を作図す る。 え、それを用いてかくこと
る。 （１） ・教科書に提 ができる。

示してある角 △角のかき方について個別
、 。度を全てかく 指導を行い 技能を高める

こ と が で き補 充
。 （ ）る ウ

・角の作図

発展②
・分度器を用いた
角のかき方を活用
して二等辺三角形
を作図する。

ま ・学習内容の理解 ・ たしかめ」を ・二等辺三角 【知識・理解】「
と を確認する。 する。 形と正三角形 ○全問正解した児童には、
め ・学習内容の理解 の性質、角度 ドリルなどに取り組ませ、

を深め、算数への のはかり方を 習熟を図る。発展②
興味を広げる。 理 解 し て い △個別指導を行い、正答率

・身の回りにある る。 を上げる （具体物を用い。
角度を探して、調 ・時間内に教 て理解させる ）。
べる。 科書の問題を

（１） 全 問 正 解 す
る。

（ ）ウ
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教材名「三角形をしきつめよう」 時間 (本時２／２時間)2
【目標】
・二等辺三角形や正三角形を敷き詰めて模様を作ることを通して、図形としての美しさを感得したり、図形の見方や感覚を豊
かにしたりする。

関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解
・きれいな敷きつめ模様を ・二等辺三角形や正三角形が敷 ・二等辺三角形や正三角形を敷 ・敷き詰めた模様の中にいろい
進んで作ろうとする。 き詰められる理由を考える。 き詰めることができる。 ろな図形を見つけ、図形の定義

に触れながら理由を述べる。

評 価 規 準

具 体 の 評 価 規 準 （評価方法）
目 標 学習内容・活動

（時数） 関心・意欲・ 数学的な 表現・処理 知識・理解 支援計画
態度 考え方 ○おおむね満足できる子

△努力を要する子
・二等辺三角形や正 ・二等辺三角 ・二等辺三 ☆【考え方】

180 2三角形も直線（ 形や正三角形 角形や正三角 ○正方形や長方形が作る発展③
度）を考えれば敷き が敷き詰めら 形を敷き詰め 直角と三角形の敷き詰めを
詰められることを、 ・写真などを見 れる理由を考 ることができ 関連して考えるようにさせ
正方形や長方形が敷 て、敷き詰めに える。 る。 る。
き詰められることか 関心を持つ。
ら結びつけて考える ・合同な三角形 ・ 直 線 ( ・二等辺三 △実際に敷き詰めて、そこ。 180

が敷き詰められ 度)に着目し 角形や正三角 に集まっている角度を測っ
る理由を考える て、三角形の 形を敷き詰め てみるように促す。。

１ 内 角 の 和 が る。（ ）
度である ア 【表現・処理】180 （ ）

ことに気づく ○どのように敷き詰めれば。
ウ エ 美しく見えるのか考えさせ（ 、 ）

る。

△辺の長さに着目させる。

・二等辺三角形や正 ・ 同 じ 大 き ・敷き詰めた ☆【関・意・態】

三角形を敷き詰めて さ、同じ形の 模様の中に既 ○既習図形のほかに、見え発展③
模様を作ることを通 二等辺三角形 習の図形を見 る図形はないかを促す。
して、図形としての ・二等辺三角形 や正三角形を つけ、図形の △二等辺三角形や正三角形
美しさを感得したり や正三角形を隙 敷き詰めた模 定義に基づき の辺がいくつつながって、、
図形の見方や感覚を 間なく並べて、 様の中から、 理由を述べる 図形の辺となっているかを
豊かにしたりする。 きれいな模様を 構成要素に着 こ と が で き 数えさせる。

作る。 目して図形を る。
・敷き詰めた模 見つけようと
様の中に新しい している。 ・角の大きさ 【知識・理解】

形を見つける。 ・敷き詰めの や辺の長さに ○向きを変えたり、色を変本 時
・同じ大きさで 模 様 の 中 か 着目し、二等 えたりしながら三角形を敷
同じ形の二等辺 ら、定義や性 辺三角形や長 き詰めることができる。
三角形や正三角 質を考えなが 方形などの既 △正三角形、二等辺三角形
形は、隙間なく ら長方形や正 習の図形を定 の定義について再確認させ
敷き詰められる 方形などを見 義に基づき説 る。
ことをまとめる つけている。 明することが。

(１) ウ できる。（ ）
（ ）イ

☆重点評価項目

評価方法
項 評 価 の 方 法 評 価 の 具 体 的 な 方 法
ア 行動観察 授業者または観察者のチェック
イ 発言分析 児童の発言回数、内容の分析
ウ ノート、ワークシートへの記述の分析 記述の内容の分析
エ 自己評価、相互評価 自己評価カードによる評価、感想文などの分析
オ テストによる評価 小テスト、単元テスト


